
令和６年度「人権を確かめあうアンケート」 

結果資料 

 

奈良県教育委員会  

 

【実施目的】 

○県内の児童生徒が「いじめ」の被害者にも加害者にもなることのないよう、また、教職員等の言動による「ハ

ラスメント」が起きることのないよう、お互いに人権を確かめあうとともに、学校環境を点検する機会とする。 

○実施結果を、人権尊重の視点に立った学校づくりの推進に役立てる。 

 

【実施方法等】 

○実施対象 県内の公立学校（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校）の児童生徒 

○実施方法 Google Workspace for Education のフォームを活用して、各学校にて実施 

○実施期間 「人権を確かめあう日」である令和６年１２月１１日（水）を基準日として令和７年１月１７日（金） 

までに実施 

○実施状況 回答数等 

      ＜回答学校数合計＞   ３１４校 

       小学校        １７７校 

       中学校         ９２校 

       義務教育学校       ９校 

       高等学校        ３０校 

       特別支援学校       ６校 

      ＜児童・生徒数合計＞                     ９０，６７９人 

       小学校 （義務教育学校前期・特別支援学校小学部を含む）  ５０，１３８人 

       中学校 （義務教育学校後期・特別支援学校中学部を含む）  ２３，７４６人 

       高等学校（特別支援学校高等部を含む）           １６，７９５人 

 

【資料の項目】 

（１）嫌な気持ちになったこと 

（２）相手を嫌な気持ちにさせたこと 

（３）教職員からの言動に関すること 

（４）一人一人のちがいを認め合うこと 

 

 

 ※結果の表示について 

「今年度の回答者数」「今年度の割合」「前年度の割合」を並べて表示 

（「今年度の割合」を［  ］内に、「前年度の割合」を（  ）内に示す。） 
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　　　　　　　　　　　　　　（１）嫌な気持ちになったこと
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0%10%20%30%40%50%

誰

271人 [7.7%]

408人[11.6%]

805人[23.0%]

1154人[32.9%]

1057人[30.1%]

939人[26.8%]

270人[7.7%]

355人[10.1%]

51人[7.9%]

128人[19.7%]

109人[16.8%]

186人[28.7%]

185人[28.5%]

128人[19.7%]

213人[32.8%]

12人[1.8%]

106人[16.3%]

9人[6.9%]

36人[27.7%]

24人[18.5%]

49人[37.7%]

30人[23.1%]

25人[19.2%]

41人[31.5%]

3人[2.3%]

27人[20.8%]

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰も聞いてくれない

信頼できる人いない（中学以上）

被害が悪化

解決しない

知られたくない

家族に心配かけたくない

自分で解決

相談窓口を知らない

その他（小３以上）

小学校

中学校

高等学校

問９

13,617 人 [27.2%] (21.6%)

2,697 人 [11.4%] (6.6%)

712 人 [4.2%] (2.0%)

36,521 人 [72.8%] (78.4%)

21,049 人 [88.6%] (93.4%)

16,083 人 [95.8%] (98.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

ある ない

485 人 [6.0%] (5.8%)

340 人 [12.6%] (14.6%)

126 人 [17.7%] (14.5%)

7,219 人 [89.5%] (88.8%)

2,272 人 [84.2%] (81.9%)

558 人 [78.4%] (81.4%)

360 人 [4.5%]

(5.4%)

85 人 [3.2%] 

(3.5%)

28 人 [3.9%]

(4.1%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

含まれている 含まれていない 空白

R6 R5

問１ 嫌な気持ちになったことの有無

（問１で「ある」と回答した児童生徒について）

問２（１）嫌な気持ちになったことの内容（複数回答可）

・男っぽいといわれた ・名前をバカにされた ・体型のことを言われた

・嘘をつかれた ・外国人だと差別された ・無断で写真を広められた 等

（問１で「ある」と回答した児童生徒について）

問２（２）ネット上でされたことが含まれているか

7,816 人 [57.4%] (57.0%)

3,794 人 [27.9%] (29.9%)

2,415 人 [17.7%] (16.7%)

3,714 人 [27.3%] (30.3%)

961 人 [7.1%] (8.3%)

1,225 人 [9.0%] (9.7%)

1,547 人 [19.2%] (17.4%)

438 人 [3.2％] (4.0%)

1,753 人 [65.0%] (65.9%)

524 人 [19.4%] (28.1%)

694 人 [25.7%] (27.5%)

387 人 [14.3%] (14.6%)

136 人 [5.0%] (5.6%)

88 人 [3.3%] (4.3%)

379 人 [14.1%] (11.8%)

52 人 [1.9％] (2.7%)

408 人 [57.3%] (53.2%)

218 人 [30.6%] (35.8%)

159 人 [22.3%] (23.5%)

49 人 [ 6.9%]( 6.7%)

35 人 [4.9%] (5.2%)

14 人 [2.0%] (3.2%)

105 人 [14.7%] (11.0%)

29 人 [4.1％] (4.7%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

悪口やからかい

無視、仲間外し

根も葉もないうわさ

たたく、蹴る

物を取る、隠すなど

命令

その他（小３以上）

空白

小学校

中学校

高等学校

（問１で「ある」と回答した児童生徒について）

問２（３）嫌な気持ちになったことの継続状況

（問１で「ある」と回答した児童生徒について）

問２（４）嫌な気持ちになったことの相談先（複数回答可）

5,651 人 [41.5%] (42.2%)

957 人 [35.5%] (38.6%)

230 人 [32.3%] (29.1%)

7,062 人 [51.9%] (50.5%)

1,577 人 [58.5%] (54.2%)

434 人 [61.0%] (64.5%)

904 人 [6.6％]

(7.3%)

163 人 [6.0％]

(7.1%)

48 人 [6.7％]

(6.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

続いている 続いていない 空白

4,273 人 [31.4%] (32.3%)

6,105 人 [44.8%] (46.6%)

4,165 人 [30.6%] (28.7%)

682 人 [5.0%] (5.7%)

129 人 [0.9%] (1.5%)

3,507 人 [25.8%] (23.9%)

658 人 [4.8％] (5.7%)

1,043 人 [38.7%] (44.4%)

1,090 人 [40.4%] (45.6%)

1,256 人 [46.6%] (45.8%)

99 人 [3.7%] (5.9%)

32 人 [1.2%] (1.6%)

649 人 [24.1%] (19.9%)

68 人 [2.5％] (2.7%)

243 人 [34.1%] (47.7%)

317 人 [44.5%] (47.4%)

410 人 [57.6%] (54.9%)

56 人 [7.9%] (8.1%)

11 人 [1.5%] (1.7%)

130 人 [18.3%] (14.0%)

23 人 [3.2％] (3.2%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

学校の先生

家族

友だち

それ以外

相談窓口

相談していない

空白

小学校

中学校

高等学校

「その他」の記述例

（３～６年）

【参考】問２（１）より

小学校１・２年生における、「ネットを使って、悪口を言われたり、仲間はずれに

されたりした」と回答した人数と割合 245人 [4.4%] (5.1%)

学校段階が進むにつれ、「嫌な気持ちになったことがあ

る」と回答した児童生徒の割合は下がる傾向にあった。

小学校においては約４割の児童が、また中学校・高等学

校においては３割を超える生徒が嫌な気持ちになったこ

とが解消されていなかった。（回答時点）

嫌な気持ちになった内容について、全校種において、

「悪口やからかい」が最も多かった。

学校段階が進むにつれ、「友だち」に相談する割合は上

がる傾向にあった。

また、全校種において約２割の児童生徒が「相談してい

ない」と回答した。

嫌な気持ちになったことについて、ネット上でされたこ

とが含まれている割合は、昨年度より高等学校で3.2%、

小学校で0.2%増加し、中学校で2.0%減少した。

R6 R5

R6 R5

R6 R5

R6 R5

（問２（４）で「相談していない」と回答した児童生徒について）

問２（５）誰にも相談していないのはなぜですか。（複数回答可）

小学校は「他人に知られたくない」「家族に心配かけたく

ない」が多く、中学校・高等学校では「相談しても解決し

ない」「自分で解決しようと思う」が多かった。

「その他」の記述例

・話す勇気がなかったから ・配信上で注意した場合やめてくれる人

が多いから ・相談するという思考に至らなかった 等

※今年度より新設

※昨年度は「いじめと感じるようなことをされて、嫌な気持ちになったこと」
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（２）相手を嫌な気持ちにさせたこと

問３ 相手を嫌な気持ちにさせたことの有無

（問３で「ある」「あるかもしれない」と回答した児童生徒について）

問４（１）嫌な気持ちにさせたことの内容（複数回答可）

（問３で「ある」「あるかもしれない」と回答した児童生徒について）

問４（２）ネット上でしたことが含まれているか

（問３で「ある」「あるかもしれない」と回答した児童生徒について）

問４（３）嫌な気持ちにさせたことに対する気持ち
（複数回答可）

3,799 人 [7.6%] (6.6%)

723 人 [3.0%] (2.9%)

140 人 [0.8%] (0.8%)

9,601 人 [19.1%] (18.4%)

2,913 人 [12.3%] (12.1%)

848 人 [5.0%] (4.9%)

36,738 人 [73.3%] (74.9%)

20,110 人 [84.7%] (85.0%)

15,807 人 [94.1%] (94.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

ある あるかもしれない ない

6,876 人 [51.3%] (51.4%)

2,673 人 [19.9%] (19.7%)

976 人 [7.3%] (7.1%)

2,525 人 [18.8%] (20.2%)

390 人 [2.9%] (3.1%)

473 人 [3.5%] (3.2%)

1,373 人 [16.4%] (15.3%)

1,153 人 [ 8.6％] ( 9.0%)

2,338 人 [64.3%] (66.2%)

320 人 [8.8%] ( 8.2%)

181 人 [5.0%] (4.1%)

482 人 [13.3%] (12.7%)

84 人 [2.3%] (2.4%)

56 人 [1.5%] (1.4%)

601 人 [16.5%] (16.5%)

215 人 [ 5.9％] ( 5.5%)

566 人 [57.3%] (59.6%)

115 人 [11.6%] (9.6%)

40 人 [4.0%] (3.6%)

82 人 [ 8.3%] ( 5.7%)

13 人 [1.3%] (1.1%)

11 人 [1.1%] (1.0%)

194 人 [19.6%] (18.2%)

106 人 [10.7％] (10.5%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

悪口やからかい

無視、仲間外し

根も葉もないうわさ

たたく、蹴る

物を取る、隠すなど

命令

その他（小３以上）

空白

小学校

中学校

高等学校

386 人 [4.6%] (4.4%)

335 人 [9.2%] (7.6%)

104 人 [10.5%] (12.0%)

7,261 人 [86.8%] (86.7%)

3,040 人 [83.6%] (84.1%)

759 人 [76.8%] (76.0%)

715 人 [8.6%] (8.9%)

261 人 [7.2%] (8.3%)

125 人 [12.7%] (12.0%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

含まれている 含まれていない 空白

・自分が恥ずかしい

・反省をしているが、一緒にいたくない気持ちがある

・自分もされたらどのような気持ちになるかを考えている

・言い過ぎたかもしれない ・よくわからない 等

「その他」の記述例

・イライラしたときに八つ当たりした ・強い口調で言ってしまった

・許可なく動画を撮った ・いじりをした

・触れてはいけない話題に触れてしまった

・知らないうちに傷つけたことがあるかも知れない。 等

「その他」の記述例

（３～６年）

【参考】問４（１）より

小学校１・２年生における、「ネットを使って、悪口を言ったり、仲間はずれ

にした」と回答した人数と割合 133人 [2.6%] (3.3%)

学校段階が進むにつれ、「嫌な気持ちにさせたことがあ

る」「あるかもしれない」と回答した児童生徒の割合は

下がる傾向にあった。

嫌な気持ちにさせたことに対する気持ちについて、全て

の校種において反省や後悔の回答が多かったが、約２割

の児童生徒が「相手も悪い」と回答した。
嫌な気持ちにさせた内容について、全校種において、

「悪口やからかい」が最も多かった。

R6 R5

R6 R5

R6 R5

「嫌な気持ちになったことの継続状況」と「嫌な気持ちになった

ことの相談先」の関係 （問２（３））×（問２（４））

○ 「嫌な気持ちになったことを、誰にも相談していない」を選択した割合

嫌な気持ちになったことが続いていると回答した
児童生徒は、誰にも相談していない割合が高い。

嫌な気持ちになったことの継続状況

「嫌な気持ちになったことの相談先」

32.3%

23.9%

31.4%

25.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校の先生

相談していない
Ｒ５

Ｒ６

【小学校】

44.4%

19.9%

38.7%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校の先生

相談していない
Ｒ５

Ｒ６

【中学校】

47.7%

14.0%

34.1%

18.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校の先生

相談していない
Ｒ５

Ｒ６

【高等学校】

29.9%

23.5%

29.5%

21.6% 23.0%

17.1%

0%

10%

20%

30%

続いている 続いていない

小 学 校 中 学 校 高等学校

7,040 人 [52.5%] (51.6%)

6,726 人 [50.2%] (50.5%)

2,035 人 [24.3%] (23.8%)

2,704 人 [20.2%] (19.9%)

724 人 [5.4%] (5.8%)

423 人 [5.1%] (4.5%)

1,124 人 [ 8.4％] ( 8.7%)

2,337 人 [64.3%] (63.4%)

1,500 人 [41.3%] (40.9%)

909 人 [25.0%] (24.2%)

803 人 [22.1%] (19.5%)

142 人 [3.9%] (4.2%)

174 人 [4.8%] (5.4%)

262 人 [ 7.2％] ( 7.3%)

554 人 [56.1%] (54.6%)

331 人 [33.5%] (33.4%)

321 人 [32.5%] (31.8%)

172 人 [17.4%] (17.2%)

36 人 [3.6%] (5.0%)

57 人 [5.8%] (5.7%)

126 人 [12.8％] (12.4%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

悪いことをした

しなければよかった

自分が嫌だ（小３以上）

相手も悪い

悪いとは思っていない

その他（小３以上）

空白

小学校

中学校

高等学校

R6 R5
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（３）教職員からの言動に関すること

42,472 人 [84.7%] (84.8%)

18,015 人 [75.9%] (75.5%)

11,345 人 [67.5%] (66.4%)

7,666 人 [15.3%] 

(15.2%)

5,731 人 [24.1%] (24.5%)

5,450 人 [32.5%] (33.6%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

ある ない

R6 R5

問５ うれしい気持ちになったことの有無

（問５で「ある」と回答した児童生徒について）

問６（１）うれしい気持ちになったことの内容（複数回答可）

（問５で「ない」と回答した児童生徒について）

問６（２）教職員にしてほしいことの内容（複数回答可）

4,786 人 [9.5%] (9.1%)

1,767 人 [7.4%] (7.9%)

1,227 人 [7.3%] (8.8%)

45,352 人 [90.5%] (90.9%)

21,979 人 [92.6%] (92.1%)

15,568 人 [92.7%] (91.2%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

ある ない

問７ 嫌な気持ちになったことの有無

2,207 人 [46.1%] (48.6%)

1,185 人 [24.8%] (24.4%)

1,253 人 [26.2%] (27.4%)

250 人 [5.2%] (5.7%)

346 人 [21.9%] (24.7%)

276 人 [8.6%] (8.5%)

90 人 [2.8%] (2.6%)

474 人 [9.9%] (9.6%)

710 人 [22.1％] (20.9%)

387 人 [ 8.1％] ( 7.8%)

965 人 [54.6%] (53.4%)

505 人 [28.6%] (27.7%)

253 人 [14.3%] (11.6%)

94 人 [5.3%] (5.2%)

131 人 [7.4%] (8.3%)

41 人 [2.3%] (2.3%)

79 人 [4.5%] (4.9%)

436 人 [24.7％] (23.0%)

83 人 [ 4.7％] ( 6.8%)

589 人 [48.0%] (49.6%)

432 人 [35.2%] (37.2%)

106 人 [ 8.6%] ( 8.3%)

65 人 [5.3%] (5.5%)

71 人 [5.8%] (4.8%)

15 人 [1.2%] (1.6%)

33 人 [2.7%] (2.6%)

260 人 [21.2％] (18.0%)

92 人 [7.5％] (9.6%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

理由がよくわからない

まましかられた

不安な気持ち

無視された

からかわれた

信じてくれなかった

（小１・２）

性別による決めつけ

（小３以上）

性的な話（小３以上）

体を触られた

その他（小３以上）

空白

小学校

中学校

高等学校

647 人 [13.5％] (12.3%)

1,813 人 [37.9％] (36.8%)

1,609 人 [33.6％] (33.8%)

180 人 [3.8％] (4.4%)

82 人 [1.7％] (1.8%)

1,415 人 [29.6％] (29.4%)

432 人 [9.0％] (11.0%)

203 人 [11.5％] (11.9%)

688 人 [38.9％] (38.0%)

911 人 [51.6％] (50.2%)

52 人 [2.9％] (3.5%)

13 人 [0.7％] (0.7%)

392 人 [22.2％] (23.0%)

132 人 [7.5％] (8.7%)

155 人 [12.6％] (9.6%)

449 人 [36.6％] (36.0%)

648 人 [52.8％] (51.3%)

63 人 [5.1％] (5.0%)

6 人 [0.5％] (0.5%)

198 人 [16.1％] (15.9%)

150 人 [12.2％] (15.0%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

学校の先生

家族

友だち

それ以外

相談窓口

相談していない

空白

小学校

中学校

高等学校

（問７で「ある」と回答した児童生徒について）

問８（２）嫌な気持ちになったことの相談先（複数回答可）

・面白い話をしてくれた ・自分の趣味に興味を持ってくれた

・体調が良くないとき心配してくれた ・自信がないことに自信をくれた

・クラスの雰囲気を楽しくしてくれた 等

「その他」の記述例

「その他」の記述例

・話しやすい環境を作ってほしい ・毎日笑顔で笑っていてほしい

・校則の見直しをしてほしい。 ・どんな話でも最後まで聞いてほしい

・生徒やクラスの様子をもっと見てほしい 等

・他の人もしていたけど自分だけが怒られた

・挨拶をしたのに返してくれなかった ・意見を完全否定された

・人と比べられた ・口調がきつい 等

「その他」の記述例

（問７で「ある」と回答した児童生徒について）

問８（１）嫌な気持ちになったことの内容（複数回答可）

うれしい気持ちになったこと、教職員にしてほしいこと

について、｢楽しく、わかりやすい授業｣が最も多かった。

また、上位を占める項目は、校種間での差はあまり見ら

れなかった。

嫌な気持ちになった内容は、全校種において「理由がよ

くわからないまま、しかられた」が最も多かった。

教職員からの言動で嫌な気持ちになったことの相談先に

ついて、｢学校の先生｣に相談する割合は約１割であった。

また、約２～３割が｢相談していない｣と回答した。

R6 R5

R6 R5

R6 R5

Ｒ６ Ｒ５
1 楽しく、分かりやすい授業 28,335人 66.7% 67.6%

2 がんばったことを認めてくれた 21,168人 49.8% 49.7%

3 困っているとき、助けてくれた 18,033人 42.5% 42.5%

4 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 13,923人 32.8% 32.0%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 11,702人 65.0% 65.0%

2 がんばったことを認めてくれた 7,842人 43.5% 42.7%

3 困っているとき、助けてくれた 6,119人 34.0% 32.4%

4 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 5,650人 31.4% 29.8%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 6,057人 53.4% 52.7%

2 がんばったことを認めてくれた 4,389人 38.7% 38.6%

3 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 3,306人 29.1% 28.1%

4 困っているとき、助けてくれた 3,152人 27.8% 26.5%

小学校

中学校

高等学校

Ｒ６ Ｒ５
1 楽しく、分かりやすい授業 2,760人 36.0% 37.2%

2 誰に対しても同じように接してほしい 1,693人 32.7% 33.2%

3 がんばったことを認めてほしい 1,450人 18.9% 20.1%

4 納得いくまで話してほしい 1,352人 17.6% 19.4%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 2,101人 36.7% 37.9%

2 誰に対しても同じように接してほしい 1,631人 28.5% 29.2%

3 がんばったことを認めてほしい 887人 15.5% 15.4%

4 意見や考えを尊重してほしい 830人 14.5% 14.6%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 1,749人 32.1% 35.4%

2 誰に対しても同じように接してほしい 913人 16.8% 17.2%

3 がんばったことを認めてほしい 622人 11.4% 12.3%

4 意見や考えを尊重してほしい 596人 10.9% 11.2%

高等学校

小学校

中学校

今年度より新設
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（４）一人一人のちがいを認め合うこと

187人[13.2%]

182人[12.9%]

411人[29.0%]

449人[31.7%]

341人[24.1%]

343人[24.2%]

138人[9.8%]

182人[12.9%]

110人[7.8%]

27人[6.9%]

75人[19.1%]

49人[12.5%]

135人[34.4%]

65人[16.6%]

48人[12.2%]

95人[24.2%]

13人[3.3%]

82人[20.9%]

36人[9.2%]

14人[7.1%]

29人[14.6%]

5人[2.5%]

68人[34.3%]

21人[10.6%]

12人[6.1%]

34人[17.2%]

6人[3.0%]

35人[17.7%]

35人[17.7%]

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰も聞いてくれない

信頼できる人いない（中学以上）

被害が悪化

解決しない

知られたくない

家族に心配かけたくない

自分で解決

相談窓口を知らない

その他（小３以上）

空白

小学校

中学校

高等学校

6.2%

19.8%

2.4%
9.0%

0.8% 2.8%

14.9%

23.2%

9.0%

15.1%

3.5% 6.7%

0%

10%

20%

30%

40%
あるかもしれない

ある

いる いない
いるいる いないいない

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校

9.5%

24.1%

43.0%

30,074 人 [60.0％] (59.8%)

11,602 人 [48.9％] (49.6%)

8,729 人 [52.0%] (53.0%)

16,573 人 [33.1％] 

(33.3%)

9,822 人 [41.4％]

(40.7%)

6,687 人 [39.8％]

(39.4%)

2,417 人 [4.8％] (4.8%)

1,650 人 [6.9％] (7.0%)

948 人 [5.6％] (5.3%)

1,074 人 [2.1％]

(2.2%)

672 人 [2.8％]

(2.7%)

431 人 [2.6％]

(2.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

できている 少しはできている

あまりできていない できていない

R6 R5

30,284 人 [60.4％] (59.7%)

14,016 人 [59.0％] (59.8%)

10,080 人 [60.0％] (61.7%)

16,845 人 [33.6％]

(34.2%)

8,593 人 [36.2％]

(35.6%)

5,955 人 [35.5％]

(34.3%)

2,174 人 [4.3％] (4.3%)

780 人 [3.3％] (3.2%)

508 人 [3.0％] (2.7%)

835 人 [1.7％]

(1.7%)

357 人 [1.5％]

(1.4%)

252 人 [1.5％]

(1.3%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

できている 少しはできている

あまりできていない できていない

R6 R5

問９（２）自分は、ちがいを認めることができているか

９割以上の児童生徒が、周りの人たちに対しても、自

分自身に対しても、ちがいを認めることが｢できてい

る｣もしくは「少しはできている」と回答した。

R5 R4

「相談しても解決しない」と「教職員からの言動」の

関係（問２（５））× （問５）

教職員からの言動で、うれしい気持ちになった
ことがある児童生徒は、相談しても解決しない
と思う割合が低い。

「知られたくないから相談しない」と「周りの人たちのちがい

に対する考え」の関係 （問２（５））×（問９（１））

○ 「知られたくない」を選択した割合

周りの人たちは、ちがいを認め合うことができ
ていると感じている児童生徒は、知られたくな
いから相談しないと思う割合が低い。

教職員からの言動により、うれしい気持ちになったことが

「相手を嫌な気持ちにさせたこと」と「自分自身のちがいに

対する考え」の関係 （問３）×（問９（２））

自分自身はちがいを認めていると思う児童生
徒は、相手を嫌な気持ちにさせた割合が低い。

○ 「いやな気持ちにさせたことがある・あるかもしれない」を選択した割合

30.8%
33.7%

23.9%
26.6%

16.2%

33.3%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

できている できていない

中 学 校小 学 校 高等学校

周りの人たちは、ちがいを認め合うことが

問９（１）周りの人たちは、ちがいを認め合うことができ
ているか

自分はちがいを認めて

小学校は特に他校種に比べ「他人に知られたくない」の割合

が高く、中学校・高等学校では「相談しても解決しない」

「自分で解決しようと思う」の割合が高かった。

（問８（２）で「相談していない」と回答した児童生徒について）

問８（３）誰にも相談していないのはなぜですか。（複数回答可）

※今年度より新設

21.4%

29.5% 26.3%
33.3%

34.2%
43.1%

10%

20%

30%

40%

50%

ある ない

中学校 高等学校

○「解決しない」を選択した割合

先生がしてくれたことで嬉しい気持ちになったこと

小学校

21.1%

11.4%
4.3%
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7.7%

11.6%

23.0%

32.9%

30.1%

26.8%

7.7%

10.1%

7.9%

19.7%

16.8%

28.7%

28.5%

19.7%

32.8%

1.8%

16.3%

6.9%

27.7%

18.5%

37.7%

23.1%

19.2%

31.5%

2.3%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

誰も聞いてくれない

信頼できる人いない（中学以上）

被害が悪化

解決しない

知られたくない

家族に心配かけたくない

自分で解決

相談窓口を知らない

その他（小３以上）

小学校

中学校

高等学校

１．嫌な気持ちになったこと、させたことについて

奈良県教育委員会

令和６年度「人権を確かめあうアンケート」の結果を受けて
教職員用

１／２

○嫌な気持ちになったことがあるか

小学校 中学校 高等学校

あ る 13,617人 2,697人 712人

な い 36,521人 21,049人 16,083人

小学校 中学校 高等学校

あ る 3,799人 723人 140人

あるかもしれない 9,601人 2,913人 848人

な い 36,738人 20,110人 15,807人

○嫌な気持ちにさせたことがあるか

２．相談の状況について

○嫌な気持ちになったことの相談先（複数回答）

子ども支援サイト内の「みんなのぽかぽかランド」や、警
察庁Webサイト「インターネット上の誹謗中傷等への対応」
では、子どもたちのための各種相談窓口を紹介しています。

嫌な気持ちになったことの継続状況について、小
学校おいては約４割の児童が、また中学校・高等
学校においては３割を超える生徒が解消されてい
なかった。（回答時点）

児童生徒自身が「自分は大切にされている」とい

う気持ちをもつことが成長につながります。自ら

の大切さが認められていることを実感できるよう

な環境づくりをお願いします。

誰にも相談しないと回答した児童生徒の割合は、昨年
度と比較して増加傾向にある。どの校種においても、
その理由に、「相談しても解決しない」「知られたく
ない」「家族に心配をかけたくない」「自分で解決し
たい」と回答した児童生徒が多くみられた。

相談できずにいる児童生徒のサインに気付けるよ

う複数の目で見ていくことや、他者に相談するこ

とで気持ちが楽になったり視野が広がったりする

など相談することのよさを伝えることも大切です。

児童生徒と信頼関係を築きながら、相談しやすい

環境づくりをお願いします。
警察庁

Webサイト
へのリンク

子ども
支援サイト
へのリンク

○嫌な気持ちになったことの継続状況

R6 R5

○誰にも相談していないのはなぜですか。（複数回答）

32.3%

23.9%

31.4%

25.8%

0% 20% 40%

学校の先生

相談していない Ｒ５

Ｒ６

【小学校】

44.4%

19.9%

38.7%

24.1%

0% 20% 40%

学校の先生

相談していない

Ｒ５

Ｒ６

【中学校】

47.7%

14.0%

34.1%

18.3%

0% 20% 40%

学校の先生

相談していない
Ｒ５

Ｒ６

【高等学校】

5,651 人 [41.5%] (42.2%)

957 人 [35.5%] (38.6%)

230 人 [32.3%] (29.1%)

7,062 人 [51.9%] (50.5%)

1,577 人 [58.5%] (54.2%)

434 人 [61.0%] (64.5%)

904 人 [6.6％]

(7.3%)

163 人 [6.0％]

(7.1%)

48 人 [6.7％]

(6.4%)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

続いている 続いていない 空白

R6 R5

※今年度より新設
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[46.1%] (48.6%)

[24.8%] (24.4%)

[26.2%] (27.4%)

[5.2%] (5.7%)

[21.9%] (24.7%)

[8.6%] (8.5%)

[2.8%] (2.6%)

[9.9%] (9.6%)

[22.1％] (20.9%)

[54.6%] (53.4%)

[28.6%] (27.7%)

[14.3%] (11.6%)

[5.3%] (5.2%)

[7.4%] (8.3%)

[2.3%] (2.3%)

[4.5%] (4.9%)

[24.7％] (23.0%)

[48.0%] (49.6%)

[35.2%] (37.2%)

[ 8.6%] ( 8.3%)

[5.3%] (5.5%)

[5.8%] (4.8%)

[1.2%] (1.6%)

[2.7%] (2.6%)

[21.2％] (18.0%)

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

理由がよくわからないまましかられた

不安な気持ち

無視された

からかわれた

信じてくれなかった（小１・２）

性別による決めつけ（小３以上）

性的な話（小３以上）

体を触られた

その他（小３以上）

小学校

中学校

高等学校

[60.0] (59.8)

[48.9] (49.6)

[52.0] (53.0)

[33.1] (33.3)

[41.4](40.7)

[39.8](39.4)

[4.8] (4.8)

[6.9] (7.0)

[5.6] (5.3)

[2.1]
(2.2)

[2.8]
(2.7)

[2.6]
(2.3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

できている 少しはできている

あまりできていない できていない

R6 R5

[60.4] (59.7)

[59.0] (59.8)

[60.0] (61.7)

[33.6](34.2)

[36.2](35.6)

[35.5](34.3)

[4.3] (4.3)

[3.3] (3.2)

[3.0] (2.7)

[1.7]
(1.7)

[1.5]
(1.4)

[1.5]
(1.3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校

中学校

高等学校

できている 少しはできている

あまりできていない できていない

２／２

４．多様性を尊重する教育について

○周りの人たちは、ちがいを認め合うことができているか

３．教職員と児童生徒との関わりについて

○教職員からの言動により、嫌な気持ちになったことの内容○教職員からの言動により、うれしい気持ちになったことの内容
（複数回答）（複数回答）

○自分は、ちがいを認めることができているか

「知られたくないから相談していない」を選択した割合

周りの人たちは、ちがいを認め合うことが

R5R6

「相手を嫌な気持ちにさせたことがある」を選択した割合

「自分自身はちがいを認めている」と思う児童生徒は、

「相手を嫌な気持ちにさせた」割合が低かった。

「児童の権利に関する条約

（子どもの権利条約）」や

「こども基本法」の理念を踏

まえ、「傾聴」や「対話」を

大切にし、児童生徒一人一人

を深く理解できるような配慮

をお願いします。

教職員自身の人権も大切にしながら、学校やクラスが児童生徒にとって安心できる、

人権が尊重された場となるよう、人権教育の推進をお願いします。

「周りの人たちは、ちがいを認め合うことができてい
る」と感じている児童生徒は、「知られたくないから相
談しない」と考える割合が低かった。

「嫌な気持ちになったことを相談しても解決しない」を選択した割合

教職員からの言
動で、うれしい
気持ちになった
ことがある児童
生徒は、相談し
ても解決しない
と思う割合が低
かった。

Ｒ６ Ｒ５
1 楽しく、分かりやすい授業 28,335人 66.7% 67.6%

2 がんばったことを認めてくれた 21,168人 49.8% 49.7%

3 困っているとき、助けてくれた 18,033人 42.5% 42.5%

4 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 13,923人 32.8% 32.0%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 11,702人 65.0% 65.0%

2 がんばったことを認めてくれた 7,842人 43.5% 42.7%

3 困っているとき、助けてくれた 6,119人 34.0% 32.4%

4 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 5,650人 31.4% 29.8%

Ｒ６ Ｒ５

1 楽しく、分かりやすい授業 6,057人 53.4% 52.7%

2 がんばったことを認めてくれた 4,389人 38.7% 38.6%

3 悩みを聞いたり、相談に乗ってくれた 3,306人 29.1% 28.1%

4 困っているとき、助けてくれた 3,152人 27.8% 26.5%

小学校

中学校

高等学校

30.8%
33.7%

23.9%
26.6%

16.2%

33.3%

10%

20%

30%

40%

できている できていない

中学校小学校 高等学校

R5R6

21.4%

29.5% 26.3%
33.3%

34.2%
43.1%

10%

20%

30%

40%

50%

ある ない

中学校 高等学校小学校

教職員からの言動により、うれしい気持ちになったことが

6.2%

19.8%

2.4%
9.0%

0.8% 2.8%

14.9%

23.2%

9.0%

15.1%

3.5% 6.7%

0%

15%

30%

45%
あるかもしれない

ある

いる いない いるいる いないいない

小学校 中学校 高等学校

9.5%

24.1%21.1%

11.4%
4.3%

43.0%

自分自身は、ちがいを認めて
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ある

（ 3.0%）
あるかもしれない

（12.3%）

ない

（84.7%）

ある（11.4%）

ない

（88.6%）

一人一人が大切にされる学校づくりのために（中学生用） 

奈良県教育委員会  

みなさんは、周
まわ

りの人たちの気
き

持
も

ちを考えることが

できていますか？ 

 

いやな気持ちになったこと いやな気持ちにさせたこと 

あなたの周りには、つらい思いを 

している人がいるかもしれません。 

時々
ときどき

、日
ひ

頃
ごろ

の自
じ

身
しん

の言
げん

動
どう

を振
ふ

り

返
かえ

ってみましょう。 

みなさんの学校やクラスは、一人一人のちがいを認
みと

め合う、人権が尊
そん

重
ちょう

された場になっていますか？ 

一人一人のちがいを認め合うことができていますか 

〈あなたは？〉 〈周りの人たちは？〉 

あなたも、周りの人た

ちも、みんなが大切な

存在です。一人一人の

ちがいを大切にしてい

きましょう。 

できている

（59.0%）

少しはできている

（36.2%）

あまりできていない

（3.3%）

できていない

（1.5%）

できている

（48.9%）少しはできている

（41.4%）

あまりでき

ていない

（6.9%）

できていない

（2.8%）
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38.7%

40.4%

46.6% 

3.7% 

1.2% 

24.1%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

学校の先生

家族

友だち

それ以外

相談窓口

相談していない

 

みなさんは、いやな気持ちになって悩
なや

んだ時に、信
し ん

頼
ら い

できる誰
だ れ

かに相
そう

談
だん

できていますか？ 

いやな気持ちになったことについての相談先 

いやな気持ちになったことが 

「いやな気持ちになったことが、今も続いて

いるか」に対する各回答者が、「誰にも相談

していない」を選択した割合 

いやな気持ちになったことが続
いている人は、誰にも相談して
いない割合が高かったです。 

警
けい

察
さつ

庁
ちょう

Webサイト 

「インターネット上の誹
ひ

謗
ぼ う

中
ちゅう

傷
しょう

等への対
たい

応
おう

」 

奈良県教育委員会が運
うん

営
えい

する 「子ども支
し

援
えん

サイト」内の「みん

なのぽかぽかランド」に様々な相談窓口を紹介しています。 

アンケートでは、「自分で解決
かいけつ

しようと思う」や「相談しても解決
かいけつ

しない」

「誰
だれ

にも知られたくない」という理由が多くありました。周
まわ

りの人に頼
たよ

らずに

解
かい

決
けつ

しようと思うことも悪いことではありません。でも、家族や友だち、学校

の先生など信頼
しんらい

できる人に話をすることで気持ちが楽になったり、解決
かいけつ

の方法

がみつかったりすることもあります。苦しい気持ちになったときは、一人で悩
なや

まず、誰
だれ

かに相談してみませんか。 

身近な人に相談しづらいときは、下記に示すような

様々な相談できる窓口
まどぐち

があります。 

相談していないのはどうしてだろう？ 

29.5%
21.6%

0%

10%

20%

30%

続いている 続いていない
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